


 約7年前に、ある知人のアテンドでカンボジアへ行ったのが初上陸でした。
 それから現在まで、10数回訪カンしております。勿論仕事です。
 ※ちなみにカンボジアは漢字で「柬埔寨」と書きます。
 コロナ禍で渡航出来ない期間もありましたが、昨年9月から再開できました。
 今年は既に2回渡航し、年内にあと1～2回行く事になるでしょう。
 勿論、仕事です！！
 「カンボジアって大丈夫ですか？」とよく聴かれます。
 何が？って。大半は「地雷大丈夫ですか？」です。私なりに少しだけ説明します。
 カンボジアの不発弾や地雷の歴史は、1967年ベトナム戦争より始まります。
 ベトナムの隣国であるカンボジアは、ベトナム戦争時の物資等の補給ルートでも
 あったので、敵国アメリカから空爆を受けました。その一部が不発弾として残って
 います。その後、ポルポト内戦が勃発し地雷がそこら中に埋められました。
 ベトナム戦争やポルポト内戦は教科書にも載っていた気がしますので、その
 記憶が残っているのだと思われます。
 56年経過した今でも「地雷がある」と聞きます。撤去も進んでいますので、
 居住区にはなくなったようです。渡航するプノンペン（首都）近郊で聞いた事は
 ありません。偶に聞く「沖縄や東京で不発弾発見」のイメージでしょうか？
 そんなカンボジアの概況はというと人口約1600万人・平均年齢26歳。
 首都のプノンペンの人口は約200万人。札幌市と同じくらいの人口です。
 1940年代の日本の平均年齢が約22歳でしたので、戦前戦後の時とほぼ同じ水準
 です。現在の日本は平均48.6歳ですから、約20歳も若い国です。若者のパワーを
 感じるのは私だけではないと思います。実際、カンボジアは発展途上国です。
 貧富の格差は凄まじいと感じます。普通に働く人（worker）の給与はというと、
 1か月約200ドル程度、少し出来る人だと400ドル。一方で街には外車（ベンツ、
 BMWなど）がバンバン走っています。外車は関税が200％らしく日本販売価格
 の約2倍と言われていますから、貧富の差が想像出来るのではないでしょうか？
 因みに平均年齢世界ランキング1位はモナコで55.4歳、2位日本、3位ドイツ47.8歳
 だそうです。カンボジアのこと、少しは分かりましたか？
 では、私が何を目的としてカンボジアへ渡航しているか？ですよね？
 実は、カンボジアで新しい事業に挑戦しようと考えています。社内報内の
 「社⾧のつぶやき」で説明するには1年掛かりそうです。機会があれば、
 事業内容などを説明していきましょう。そんなの待っていられないという貴方！
                カンボジアに興味のある貴方！【welcome！】
                いつでも連絡お待ちしております。それとも
                          一緒に行きましょうか？
                      【Why don't you come with me?】
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